
倉敷平成病院  整形外科
膝の悪い部分だけを治す

人工膝関節単顆置換術（UKA）
たん　　か

～できるだけ自分の膝を残し、自然な膝の動きを目指す治療～

加齢 治療

変形性膝関節症が進行し、薬や注射、リハビリなどで十分な効果が得られなくなった場合には、
人工膝関節手術が治療の選択肢となります。
人工膝関節というと、「膝の関節をすべて人工物に取り替える手術」をイメージされるかもしれません。
しかし、膝の傷みが内側だけに限られている患者さんでは、傷んだ部分だけを人工関節に置き換える

「人工膝関節単顆置換術（UKA：Unicompartmental Knee Arthroplasty）」という方法があります。

UKA は骨切除や軟部組織への侵襲を少なくできることが特徴です。
ただし、UKA と TKA は、どちらが優れた手術ということではありません。
膝全体の傷みが強い患者さんに TKA が適しています。

靭帯が膝の前後の動
きをコントロールし、
安定性を保ちます。

靭帯には膝の位置や動きを
感じ取るセンサー（固有受
容器）が多く存在し、バラ
ンスや運動機能に
重要です。

靭帯・軟骨・正常な関節面
をできるだけ残すことで、

「自分の膝に近い感覚」に
つながります。

靭 帯 を 残 す こ と で、
膝本来の「前後のす
べり」や「回旋」など、
複雑で滑らかな動き
を維持しやすくなり
ます。

骨や靭帯を温存できるため、
膝本来の機能を生かし
やすくなります。

内側の変形性膝関節症で、外側の軟骨が比
較的保たれ、前十字靭帯などの機能が保た
れている人が候補となります。
検査や診察のうえ、膝の安定性、変形の程
度などを総合的に評価して判断します。

膝の内側だけが傷む、歩くと痛い、階段がつらい、薬や注射を受けても十分に改善しない―。
このような症状がある方でも、UKA が適している場合と、TKA や骨切り術など他の治療が適し
ている場合があります。まずはお気軽にご相談ください。

感染、血栓、インプラントのゆるみや摩耗、残
していた部分の変形性膝関節の進行、ペアリン
グ脱転などが起こる場合があります。
手術前に UKA に適した膝かどうかを慎重に判
断することが重要です。

早期からリハビリを開始し、歩行練習、膝
の曲げ伸ばし、筋力訓練などを行います。
残された膝本来の機能を生かして、自然に
歩けるようになることを目標にリハビリを
行います。

切開や骨切除が少なく、
体への負担を軽減できる
可能性があります。

早期からリハビリを開始でき、
日常生活への復帰が
しやすくなります。

正常な関節面を残すことで、
人工関節を意識せずに
生活できる方もいます。

関節を忘れて生活できる状態を
評価するスコア（FJS）でも、
良好な結果が報告されています※。
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より自然な膝に近い感覚へ自然な動きを残す

UKA は、靭帯を残すことで膝本来の機能を活かし、
“自然な膝” を目指す手術です。

UKA( 人工膝関節単顆置換術 )とTKA( 人工膝関節全置換術 )の違い

大切なのは、その患者さんの膝の状態に適した手術を選択することです。
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悪い部分だけを人工関節に置き換え、
できるだけ自分の膝を残します。

内側に傷みが集中し、
歩行や階段でつらくなります。

関節全体のバランスが保たれ、
スムーズに動く状態です。

骨の変形がない
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内側型変形性膝関節症 UKA（人工膝関節単顆置換術）
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